
今 和 8年 度 事 業 計 画

社会福祉法人あゆみの会



総 論

今和 8年度は昨年度と引き続き認可保育園 5回、企業主導型保育園 I国の計 6園体制と

なる。認可定員は435名、職員数は約220名～230名 を想定している。
選ばれる園づくりのため、子どもの最善の利益の実現を念頭に、保護者の方への子ども

支援とそれを支える職員の就労環境のバランスをとることが大切である。

透明性ある運営に努め、保育内容や法人情報等について一層の情報公開 。発信を進めて

いく。すまいる保育ガイドラインやすまいる委員会、ワークショップやぐうたらジャーニ

ー等により、保育者の当事者意識を高め、自分たちのルールは自分たちで決める、保育に

参面する。できるという意識を高めていく。

本年度も子ども主体の環境を通じた教育を推進しホームページやSNS、 保育ガイドラ

インやパンフレット等、情報ツールを充実する。

I.運営体制の整備
。すまいる委員会に「提案」「承認」「実行」「確認」のサイクルを確立し、意思決定、

責任の所在を明確化する (委員長通違制度)

・誰もが提案しやすい環境 (ぴんばん提案箱 ことりあえず言ってみるBOX)を 設置
。すまいる保育ガイドラインを刊行、法人全体で保育や運営を共有する。

・スプレッドシートの活用による決済システムの確立 (部長会決裁シート)

。ポータルサイトによる全職員への情報周知

2.保育の質を向上します。
(1)ク レドの共有 (法人理念、保育理念、保育目標、保育鷲得)

(2)自 然 (戸外)の保育

(3)国内 。海外保育交流の推進 (井上先生の指導園、ギビングツリー、フレネ学校他)

3.安定運営を,せがけ職員採用、定着率を向上します。

(I)年間休日の増加 (今和 8年度 |14日 )

(2)短時間職員制度 (育休対応等 )

(3)時間単位有給制度

(4)年単位の変形労働時間制より月単位の変形時間労働制へ変見

(5)処週改善 (俸給・職務手当)

(6)広報活動の強化

4.職員を育成します。
(I)ぐ うたら村研修 (外部出張研修)(汐見稔幸先生)

(2)けやの森自然塾講座

(3)階層別研修 (ト ミーの日)(富山大士先生)



(4)保育環境ワークショップ (井上寿先生)

(5)保育士資格取得支援制度を新設します。

5.ICT化を推進します (事務の合理化、保育 。保護者対応等)

法人内クラウドシステムぴんばん (グーグルワークスペース)の活用により業務

効率化を図る。

・ 全職員に個人単位でのメール付与 (個人 ID)

・ 共有ドライブ

・ 業務用チヤツト (個人 LINEの業務での使用を中止)

・ グーグルミート (委員会等の同時開催に対A)
。ジェミニ (AIの活用)

・ カレンダー

・ クラスルーム (研修等での活用)

。ポータルサイト

・ グーグルフォーム他

6.社会福祉充実計画の再検討

(1)伊佐沼地区 LOCOタ ウンについて見直し (地主の方針転換による)

(2)鶴ケ岡すまいる保育園。伊佐沼すまいる保育園の幼保連携型認定こども日化

を進める。



各 論

I.あゆみの会の業務サイクル

(I)す まいる委員会
。 すまいる委員会はあゆみの会の基幹であり、すまいる委員長は法人理事長が務め
ます。

, すまいる委員長は法人最高責任者として法人・施設運営に最終的な責任を負うと
ともに、社会福祉法人理事長としての専決事項の他、法人内の規定改正、人事・

総務、財務・経理等、最終的な経営判断を行います。

・ すまいる委員会には「提案」 (部会委員会)「決定」 (す まいる委員長・部長会)
r実行」 (回長・園務実行委員)「確認」 (監査委員)のサイクルがあります。

・ 法人運営、回の保育はすまいる委員長通違、保育ガイドライン、にこちゃんマニ

ュアル、国のしおり等に基づき進めます。

・ 部会委員会は部会長 。各部会委員長が招集します。部会委員会委員はそれぞれの

課題等について各国を代表し審議・検討し部長会に提案します。部長会は部会委

員会の提案を審議 し、提案の内容、審議の経過、結果についてすまいる委員長に

上申します。

・ すまいる委員長は部長会の審議等に基づき決裁を行い、委員長通達を発出します。
・ 部会長・回長・副施設長 (以下 r回長等」という。)は実行のための責任者です。
園務実行委員とともに通達やマニュアル等の園務を実行、監査委員会は各国の実

行状況を確認、監査結果について、すまいる委員長に報告します。

法人本部、保育指針 。すまいる保育ガ

イドライン・指導監査 ,関連法令等

部長会

決議

すまいる委員長

裁決 。通達
CP委員会

法令等確認

監査委員会

実行状況等確認

部会委員会

改善提案

口務実行委員会

委員長通進実行



(2)す まいる委員長通違

すまいる委員長は法今や自治体、保育所保育指針の改定や経済・社会状況などに基

づき、継続的かつ健全な法人運営を行うため、すまいる委員長通達 (以下
r委員長

通達」という。)を発出します。

(3)コ ンプライアンス委員会
コンプライアンス委員会 (以下 rc P委員会」という。)は委員長通達・ガイダン

ス、各種規定等、法人ルールについて、法的な問題点、ガイ ドライン、保育所保育

指針、自治体の監査事項等に抵触する部分がないかチエックし、コンプライアンス

委員長は執行理事が務めます。

CP委員長は法人ルールに法的な問題点がある場合、すまいる委員長と協議を行い

ます。

CP委員会は規定改訂やハラスメント等への対応の他、施設 。本部等での契約事務

や法的対応を行います。X要に応じ顧問弁護士や社会保険労務士、経理ア ドバイザ

ー、保育専門家等の外部ア ドバイザーと連携 します。

国長等、日務実行委員会、監査委員会とともに委員長議決案、部長会議決案、法人

の運営、契約行為等について、各種法今、保育所保育指針、ガイ ドライン、規約等

に照らし、適正な運営がなされていることを確認します。

CP委員会は施設運営等にガイ ドライン、法的・指導監査等の問題点があれば、す

まいる委員長に報告、日長等に違やかに修正を促します。

(4)部会長会
・ 部長会は部会委員会及び園職員からの提案を審議し、すまいる委員長に裁決を上

申します。

・ 部長会はすまいる委員長より審議を求められた場合、その内容を審議 し、すまい

る委員長に上申します。

・ 園長等はすまいる委員長より発出される委員長通達の実行最終責任者として、各

国の園務実行委員とともに通達内容が期限に遂行されるよう、実行体制、シフト

等を整え進捗状況を確認します。

(5)部会委員会
・ 部会委員会は法人全国の業務をテーマ毎に集約する委員会です。部会長、部会

委員長は各国の意見等を踏まえ、各部会委員会のテーマや課題等を設定しま

す。

・ 部会委員会の委員は各園を代表し委員会に出席し主に「ガイドライン」「にこち

ゃんマニユアル」「園のしおり」の見直し、保育・運営についての提案、理事会・

部長会から要請を受けた事項を審議し部長会に提案します。

(6)園務実行委員会
, 国務実行委員会は、施設長と共にガイ ドライン。委員長通達等を国内に周知し実



(7)

行を担います。ガイドライン・委員長通達等を実行する最終責任者は目長等とな

ります。園長等は回務実行委員とともに園務の実行のため、決議内容に合わせX

要な実行体制やシフトの調整 し、実行内容を期FR内に遂行します。

監査部会

監査部会は、委員長通達、ガイ ドラインや指導監査自主点検表に基づき、各施設

の運営、保育について確認を行います。

監査部会委員は基本的に自園監査を行いません。

監査の結果はすまいる委員長に報告、すまいる委員長はX要に薦じ園長等に改善

命令を発出します。

改善命令を受けた回長等は、速やかに改善し、その結果をすまいる委員長に報告

します。

今和 8年度すまいる委員会

部会名 委員会 主な内容等

保育食育

環境発達 。食育委員

会
保育環境 。食育の改善他

戸外 。WS委員会 園庭 。戸外活動・ ビオ トープ、ワークショップ他

研修広報

人材育成委員会
年間・個別・合同研修計画の同知と作成

富山先生 トミーの日他

広報おもてなし委員

会
広報・園訪問者受入

安全

安全・看護委員会

安全計画・マニユアル整備・ひやりはつと分析・安全

訓練

保護者対応 (オ ンライン QQ)・ 保健計画 。保健だより

衛生管理指導・健康診断他

養護委員会
排泄・午睡・着脱・食事等の生活介助

配慮を要する子・情緒の安定他

生活

生活・遊び委員会
生活と遊びを通じての学び・生活習慣・清掃 。整理整

頓他

厨房委員会
食事の安全 (ア レルギー)衛生 。調理技術や知識

食育指導、献立、食育だより他

総合

園務実行委員会 すまいる委員長・部長会等の決議事項の実行他

業務改善委員会
業務マニュアル (手続 。申請等)

ICT(ぴんばん)他



監査 監査委員会
園務実行状況の確認及び評価

指導監査等の対応他

2.保育の質を向上します。
I.ク レドの共有 (法人理念、保育理念、保育目標、保育・哺得)

クレド (Credo)と は、ラテン語で「信条」「志」「約束」を意味する言葉で、法人の行

動指針や価値観を表現したものです。

職員が理念を共有することは、業務を円滑に進め保育の質を担保するうえでも重要で

す。そのため昼礼等でのクレドを唱和したり国内掲示を行うことで職員がクレドを共有

します。

O 社会福祉法人あゆみの会のクレド
たっぶり、じつくりとまざり、ゆつたりと暮らす

0 今和 8年度保育テーマ
やってみたいの体験で好きを伸ばし自ら考え生活をつくりしなやかで強い,せを育む保育

(法人理念) 笑顔を増やす

(保育理念) 自分のことがすきな子を育みます

自分のことができる子を育みます

(保育目標 ) からだを使うのが大好きな子を育みます

あたまを使うのが大好きな子を育みます

ひとと関わるのが大好きな子を育みます

(保育ミ得) 時間と空間の制限を緩やかにします

こどもの自由な挑戦を大切にします

日に見えない理由に寄り添います

0 今和 8年度の保育
・ 婿奇ドは子どもの生きる力のエンジンです。自然や屋外には子どもたちの興味。関
ミを刺激し、好奇,せを養う環境がたくさんあります。

。 今和 7年度のビオ トープ活動を糸陛続発展し、植物を育み、生物が生まれる環境を整

え自然の不思議さ、自然を慈しむ気持ちを育みます。

・ ビオ トープを活かしきれていない、活動の仕方が分からない等により、戸外活動が

収縮 しないよう委員会で各国を支えます。

・ 三丁目すまいる保育園。となりのすまいる保育園には園庭が無く、街を保育園にを

テーマに屋外でも活動を増やしていきます。

・ 絵本、昆虫の専門家、書道師範等、法人内の専門家の知見を法人全体の保育に活用

する。

(3)国内 。海外保育交流の推進 (井上先生の指導日、ギビングツリー、フレネ学校他)



価値観を共有する全国の国と『社会福祉連携推進法人」の協議を行います。

3.安定運営をミがけ職員採用、定着率を向上します。

(1)労務環境の改善
。 年間休日の3日 間増 (今和 8年度 ii4日 )
・ 月単位変形時間労働制の導入 (今和9年度以降、見直しの可能性あり)
・ 時間単位の有給
・ 短時間職員 (育休復帰を想定)
・ 労基に関する法今への対応 (カ スタマーハラスメント・性暴力防止等)
(2)職員採用について
今和 9年度より板橋保育国のO歳児の受人、幼保連携型認定こども園化への対応をすす

める。転居・婚姻等による自然退職、出産 。介護等による休職を見越し、今和 8年度は概

ね以下の採用をハローワーク、社会福祉協議会埼玉県福祉人材センター、養成校、HP等の

広報により進めていく (職員の異動状況にAじ、通宜見直しを行う)。

保育教諭 事務 保育蒲助 看護師 栄養士 。調理員

常勤職員 6名以上 I名以上 I名以上 I名以上

非常勤職員 6名以上 4名 I名以上 2名以上

4.職員育成について
・ グーグルクラスルームの活用による往還型の研修 (ト ミーの日)
・ 提案制度を充実し、当事者意識を高める。
・ 人職時のオリエンテーションを充実する (す まいる保育ガイドラインの活用)
。 常勤保育士だけでなく非常勤保育士・保育補助・厨房職員等に対する研修を行う。
・ 法人園間で園の相互訪問や交換保育など職員交流を行う。
・ 施設間交流、交換保育等を進める。
(I)ぐうたらジャーニー (外部出張研修)

第一回日 今和 8年 5月 21日 ～5月 22日

第二回日 今和 8年 10月 22日 ～ 10月 23日

第二回目 今和 9年 1月 28日 ～ 1月 29日

(2) ほいくらゼミ (ぐうたら村他園交流研修)
ほいくらゼミの学びのデザインは、大妻女子大学の保育者の養成課程の授業

であったり、汐見先生が長年考えてこられた学びの本質であつたり、保育の

実践者の学びのことを熱量高く考える様々な園長や研究者の曽さんと、話し

合いと実践を交互に重ねてきた約 10年間の積み重ねから生まれたものです。

「ほいくらゼミ」と銘打つて実施してからは、今年度で 4年目となります。

参加園は 15日程度から25名程度を想定しています。

実践現場に戻つてからのこと、日外に保育を語り合う仲間を作ること、その

バランスを考えて、 1日から数名ずつの参力Bを お願いしています。



(実施予定日)

今和8年 4月 28日、6月 5日 、 iO月 1日、 12月 15日

法人より2名参加予定

(3)けやの森自然塾講座
第一回日 今和 8年 5月 30日  汐見稔幸先生 。フレネ学校ゴ先生
第ニロロ 今和 8年 9月 予定
(4)階層別研修(ト ミーの日)(宮山大士先生)
ジュニアリーダー研修 (～入職 3年目)。 ミドルリーダー研修 (入職 3年目～)、 シ

ニアリーダー研修 (入職7年目～)を対象に階層別の研修を行う。

第一回目 今和 8年 7月 17日
第二回目 今和 8年 11月 17日
第二回目 今和 8年 12月 15日
第四回目 今和 9年 Itt 1 9日
第五回目 今和 9年 2月 16日

(5)保育環境ワークショップ (井上寿先生)
第一回目 今和 8年 7月 9日
第二回日 今和 8年 7月 30日
第二回目 今和 8年 9月 18日
第四回目 今和 8年 10月 i5日
第五回目 今和 8年 12月 II日
第六回目 今和9年 1月 i4日
第七回  今和9年 2月 18日

5.ICT化 (今和 8年度)、 専門家を配置し推進します (事務の合理化)

6.社会福祉充実計画について

今和 7年度の社会福祉充実残額を踏まえ、伊佐沼地区 LOCOタ ウンの見直し、幼

保連携型認定こども回化を進めます。

以  上



今和 8年度事業計画

伊佐沼すまいる保育園



伊佐沼すまいる保育園 2026年 (令和8年度)全 体的な計画
匿

長

幼児教育
において

育成すべき
資質・能力

・判断力

カ

幼児期の

終わりまでに

育つてほしい
10の姿

⑦健康な心と体

の自立心

Э協同性

Э道徳性・規範意識
の芽生え

Э社会生活との関わ
り

③思考力の芽生え

Э自然との関わり。

生命尊重

⑤数量や図形・標識
や文字などへの関
心・感覚

◎言葉による伝え合
い

③豊かな感性と表現

自分のことが好きなこども (養護) 自分の がで (教育)きるこどもこ と

令和8年度
園のテーマ ほん。わらべうた

自分でできる喜びを味わい、友だちと関わることを楽しむ。

・意欲的に遊びや生活に取り組む中で、考えて行動する。

友だちと協力しながら遊びや生活を展開し、充実感や達成感を味わう。

5歳児

。生活習慣を身につけ、運動遊びに意

飲的に取り組み、体力の向上を図る。

。自分の力を発揮 し、社会生活に必要

な力を身につけて行動できるようにす

る。

・目標をもつて挑戦 したり、諦めずに

やり遂げることで達成感を味わい、

鼓々な生活や遊びに意欲的に取 り組

む。

・友だちと協力する。
・地域の人など(自分の生活に関係の
架い人々に親しみをもつ。

・生活の中で物の性質や数量、図形、

文字、時間などに関心をもって関わ

る。

。自分の考えを伝え、相手の話も間
き、折 り合いをつけて遊びを発展させ

る。

・友だちとイメージを共有 し、演じて

盛んだり、合奏やダンスをしたりする

楽しさを味わう。

。絵画、工作、音楽等、創造力を刺激

するための道具や材料を揃える。
・跳ぴ箱や縄跳びなどの運動器具を充

実させる。

累育参加/身体測定/誕生会/避難訓練/触れ合い遊び会/普通救命救急/ハロウィン/ウ ィンターフェスタ/大掃除/節分会/懇談会/お別れ遠足/害虫馬区除/入圏式/慣れ保育/七夕/プール開き

職員の資質向上

。すまいる委員会に設置する、人権監

簑委員会、コンプライアンス委員会等

つ決・義に従い、透明性の高い組織運営

とイ子う。
。自己評価に基づく課題を踏まえ、研

彦等を通 じて職務内容に応 じた専門性

を高め、知識・技術の習得、維持 。向
上を図る。

4歳児

・健康で安全な生活に必要な習慣に

闘心を持ち、自ら行えるよう援助す

る。

。主体的な活動を通して自発性を高

め、自信が持てるように働きかけ

る。

・全身を使い、様々な遊具や用具で

I夫 して遊ぶ。
・生活に必要な習慣や態度を身につ

ケすようとする。

・ 自分の意見をもち、相手に伝える

中で、相手の意見も聞いて受け入れ

る。

。身の回りの物の色・量・形などに

彎心をもち、数えたり比べたりす

る。

・絵本、紙芝居、お話などを通 じ
て、ス トーリーや言葉のおもしろさ

こ気づく。

・書いたり、作つたりすることを楽

しみ、遊びに使ったり、飾ったりす

る。

・学びの場としてのコーナーを設

サ、より複雑な遊びや活動に対応で

きる多機能なスペースを提供する。

長時間にわたる保育
。子どもの発達、笙渚リスム、心身

の状態等に配慮し、適度な運動、静
かな時間、倉け造的な活動、学びの時

間、遊びの時間をバランスよく配置

する。
・子どもの疲れを受け止め、安心 し

てくつろげる環境を提供 し、健康と

安全を第一に考える。

3歳児

・自分でしようとする気持ちを大切
こし、基本的生活習慣が身につくよ

う見守る。

。自分なりの言葉で表現 して、友だ

らと遊ぶ楽 しさを感 じられるように

していく。

・十分に体を動かしながら、様々な

瑶具や遊具を使った遊びを楽しむ。

・必要に応じて午且重をとる。

・友だちと思いを伝え合つたり、関
わりを深める中で、簡単なルールを

手って遊ぼうとする。

・自然や事象に親しみ、自分から関
わろうとする。

。経験したことや感じたことを、自

分なりの言葉で伝えようとする。

・様々な音や色、形や手触 り、動き

などに気付き、感じたことを表現す

る。

・創造力を育むためのコーナーやブ

ヨック遊びのスペースを設け、自然に

虫れる機会を多く取り入れる。

インクルーシブ保育
。全ての子ともたちが晏4,雫性を等重

されながら、安心 して過ごせる環境

を提供 し、個々のニーズに応 じた支

菱を行う。
・金ての子どもたちが一緒に活動

し、学び合うことで、互いの理解と

絆を深める。

3歳児

4歳児

5歳児

・心地よい生活の中で、よく食べ (飲み)、 よく眠り、よく遊ぶ。

探索活動を通して間く、見る、散れるなどの経験をし、興味や好奇心をもつ。

自己を十分に表しながら、何でも自分でやってみようとする

2歳児

・健康で安心できる環境の中で、薄

軟的に生活や遊びが継続できるよう

にする。

。自己主張を丁寧に受け止め、保育

者が仲立ちとなり、友だちとの関わ

りを広げる。

・身の回りのことを自分からしよう

とする。
・全身を使つて遊んだり、故歩等で
ヨ外を十分に歩く。

・友だちと一緒に過ごす薬しさを知

り、様々な遊ぴを通 しく友だちとの

剰わりが深まる。

・植物や生き物、土・水・泥などの

自然物に触れて遊ぶことを楽 しむ。

・絵本や紙芝居を楽しみ、簡単な言

葉を繰 り返 したり、模倣 したりして

遊らヽ。

・様々な事象や出来事を通して、経

験したことを自分なりに表現する。

・様々な遊び道具や絵本を用意し、

興味を引き出す。

・安全に走つたり跳んだりできるス

ペースを確保する。

異年齢保育

・年齢という枠組みを超えて、互い

こ良い刺激を受けながら、子どもた

らの成長を促す。

・異年齢児との関わりによって、思
′ヽやりや相手を意識する気持ちな

ど、社会性や協調性を育む。

保育理念

令和8年度
法人テ…マ

1歳児

・食欲や排泄、l重眠などの適切な時

間を確保 し、健康的な生活が送れる

ようにする。

。自分の思いをしぐさや言葉で表す

喜ぴを感じられるようにする。

。身の回りのことに興味を持
ら、十分に体を動かして体幹が

堅い、感覚遊びを楽しむ。

・保育者を伸立ちとして、

らとのやり取 りを楽 しみ、

ス外の人への関心をもつ。

友だ

大人

・身近な環境に親しみ、保育者
と共に生活や遊びを楽しむ。

・保育者の応答的な関わりによ

り、言葉を理解 し、簡単な言葉

を使おうとする。

。生活の中で、様々なものから

療u激を受け、心ゆくまで関わる

ことを楽しむ。

・自由に動き回れる広いスペースを

尾供 し、探索活動を支援する。
・順番待ちの経験を通じて、社会性

を育めるよう、場を提供 していく。

厨房と保育の一体化

・栄養士、調理士等、厨房スタッフ

と保育者が協力し、子どもたちの食

書と日常の保育を統合することで、

健康的な食生活の基礎を築くととも
に、食に対する興味・ 関心を育て

る。

案顔を応、やす

【自立心を育む3つの大好き】
・からだを使うことが大好きな子
・あたまを使うことが大好きな子
。ひとと関わることが大好きな子

健
康

人
間
関
係

環
境

言
葉

表

現

0歳児

・健康や安全に配慮 し、一人ひとり

ア)生活リズムを大切にし、生理的欲

家を十分に満たす。

・一人ひとりとの関わりを大切に

し、保育者との愛着や信頼関係を築

く。

・身体感覚が育ち、快適な環境に心
ltよ さを感じる。
・食事、睡眠等の生活リズムの感覚

び芽生える。

・安心できる環境の中で、身近な人

と共に過ごす暮びを感じる。
・体の動きや表情、声などにより、

保育者と気持ちを通わせようとす

る。

・見る、触れる、探索する等、身近

よ環境に自分から関わろうとする。
・身体の諸感覚による認識が豊かに

より、表情や手足、体の動きで表現
する。

・安全で快適なスペースを確保す

る。

・掃除等を徹底 し、清潔で衛生的な

乗境を維持する。

社会的責任

。子どもの人権に十分配慮するとともに、一人ひとりの

人格を尊重した保育を行う。
・子どもの個人情報を適切に取り扱うとともに、保護者

の苦情等の早期解決に努め、説明貴任を果たす。
・地域社会との交流や連携を図り、国の保育理念や方針

を適切に説明し、地域に開かれた園となるよう親和性を

葛める。

0歳児

■歳児

2歳児

法人理念

保育目標

年齢別目標

保育の内容

生命の保持

情緒の安定

健やかに

伸び伸びと

育つ

身近な人と

気持ちが

通じ合う

身近なもの

と関わり

感性が育つ

環境構成

主な行事

養
證

教
育



今和 8年度事業計画

二丁目すまいる保育園



三丁目すまいる保育園 2026年 (令和8年度)全体的な計画 下日

匡

長

幼児教育
tiおいて

青成すべき

資買・能力

D知識及び技能の基
礎

D思考力・判断力・

表現力等の基礎

Э学びに向かう力・
人間性等

幼児期の

終わりまでに

育つてlよしい
10の姿

③豊かな感性と表現

③健康な心と体

②自立心

③協同性

③道徳性・規範意識
の芽生え

③社会生活との関わ

り

⑤思考力の芽生え

⑦自然との関わり・

生命尊重

③数量や図形・標識
や文字などへの関
心・感覚

Э言葉による伝え合
い

保育理念 分のことが好きなこども (養護) 自分のことができるこども (教育)

3つのコンパス
・子どもたちの好きをみつけ、得意を伸ばす
。子どものつぶやきを拾い、ともに保育をつくる
。体験知を大切にする

自分でできる喜ぴを味わい、友だちと関わることを楽しむ。

意欲的に遊びや生活に取り組む中で、考えて行動する。

友だちと協力しながら遊びや生活を展開し、充実感や達成感を味わう。

5歳児

・ 生活習慣を身につけ、運動遊びに意

欲的に取り組み、体力の向上を図る。

。自分の力を発揮し、社会生活に必要

な力を身につけて行動できるようにす

る。

・ 目標をもって挑戦したり、語めずに

やり遂げることで達成感を味わい、

康々な生活や遊びに意欲的に取り組

む。

・友だちと協力する。
・地域の人など、自分の生活に関係の

深い人々に親 しみをもつ。

・生活の中で物の性質や数量、図形、
文字、時間などに関心をもつて関わ
る。

。自分の考えを伝え、相手の話も閣
き、折り合いをつけて遊びを発展させ

る。

・友だちとイメージを共有し、演じて

とんだり、合奏やダンスをしたりする

慕しさを味わう。

・絵画、工作、音楽等、創造力を刺激

するための道具や材料を揃える。

・眺び箱や縄眺ぴなどの運動器具を充

実させる。

賞れ保育、保育参加、井上先生ワークショップ、ウィンターフェスタ、にぶんのいち卒園式

職員の資質向上

る、い

コ

自己評価に基づく課題を踏まえ、研

じて職務内容に応じた専門性

め、知識・技術の習得、維持・ 向
る。

4歳児

・健康で安全な生活に必要な習慣に

幻心を持ち、自ら行えるよう援助す

・主体的な活動を通 して自発性を高
め、自信が持てるように価きかけ

る。

・全身を使い、様々な遊具や用具で
工夫して遊ぶ。
・生活に必要な習慣や態度を身につ

けようとする。

・ 自分の意見をもち、相手に伝える

中で、相手の意見も間いて受け入れ

る。

・身の回りの物の色・塁・形などに

掲心をもち、数えたり比べたりす

る。

・絵本、紙芝居、お話などを通じ
て、ス トーリーや言葉のおもしろさ

こ気づく。

・書いたり、作ったりすることを薬

しみ、遊びに使つたり、飾ったりす

る。

・学びの場としてのコーナーを設
|す、より複雑な遊びや活動に対応で

きる多機能なスペースを提供する。

長時間にわたる保育

・子どもの発還、生渚リズム、′しヽ身

つ状態等に配慮し、適度な運動、静
ら`な時間、創造的な活動、学びの時

幻、遊ぴの時間をバランスよく配置

する。
・子どもの疲れを受け止め、安心し

てくつろげる環境を提供 し、健康 と
｀
安全を第一に考える。

令和8年度
回目標

3歳児

・ 自分でしようとする気持ちを大切
こし、基本的生活習慣が身につくよ

う見守る。

・自分なりの言葉で表現 して、友だ

うと遊ぶ楽しさを感じられるように

していく。

・十分に体を動かしながら、様々な

弔具や遊具を使つた遊びを楽しむ。

・必要に応じて午睡をとる。

・友だちと思いを伝え合つたり、関

わりを深める中で、簡単なルールを

手って遊ぼうとする。

・自然や事象に親しみ、自分から関
わろうとする。

・経験 したことや感じたことを、自

分なりの言葉で伝えようとする。

・様々な音や色、形や子触り、動き

などに気付き、感じたことを表現す

る。

・創造力を育むためのコーナーやブ

ヨック遊びのスペースを設け、自然に

敬れる機会を多く取り入れる。

インクルーシブ保育

・全ての子どもたちが晏様性を尊重

されながら、安心して過ごせる環境

を提供 し、個々のエーズに応じた支

隈を行う。
・全ての子どもたちが一緒に活動

し、学び合うことで、互いの理解と

件を深める。

令和8年度
法人テーマ

・時間と空間の制限を緩やかにする
。子どもの自由な挑戦を大切にする
。日に見えない理由に寄り添う

3歳児

4歳児

5歳児

・心地よい生活の中で、よく食べ (飲み)、 よく眠り、よく遊ぶ。

探索活動を通して間く、見る、触れるなどの経験をし、興味や好奇心をもつ。

・自己を十分に表しながら、何でも自分でやつてみようとする。

2歳児

・健康で安心できる環境の中で、竜

改的に生活や遊びが継続できるよう

にする。

・自己主張を丁寧に受け止め、保冑
きが仲立ちとなり、友だちとの関わ
りを広tする。

。身の回りのことを自分からしよう

とする。
・全身を使つて遊んだり、散歩等で

戸外を十分に歩く。

・友だちと一緒に過ごす楽しさを知

り、様々な遊びを通して友だちとの

幻わりが深まる。

・植物や生き物、土・水・泥などの

ヨ然物に触れて遊ぶことを楽しむ。

・絵本や紙芝居を楽

葉を繰り返したり、

1陸六く。

しみ、簡単な言

模倣 したりして

・様々な事象や出来事を通して、経

験したことを自分なりに表現する。

・様々な遊び道具や絵本を用意し、

興味を引き出す。

・安全に走つたり眺んだりできるス

ペースを確保する。

異年齢保育

・年齢という枠組みを超えて、互い

こ良い刺激を受けながら、子どもた

らの成長を促す。
・異年齢児との関わりによって、思

いやりや相手を意識する気持ちな

ど、社会性や協調性を育む。

■房則足

・食欲や排泄、睡眠などの適切な時

間を確保し、健康的な生活が送れる

ようにする。

・ 自分の思いをしぐさや言葉で表す

葺びを感じられるようにする。

・身の回りのことに興味を持
ら、十分に体を動かして体幹が

整い、感覚遊びを楽しむ。

・保育者を仲立ちとして、友だ

らとのやり取りを楽 しみ、大入

ス外の人への関心をもつ。

・身近な環境に親 しみ、保育者

と共に生活や遊びを楽しむ。

・保育者の応答的な関わりによ

り、言葉を理解し、簡単な言葉

を使おうとする。

・生活の中で、様々なものから

刺激を受け、心ゆくまで関わる

ことを築 しむ。

・自由に動き回れる広いスペースを

是供 し、探索活動を支援する。

・順番待ちの経験を通じて、社会性

を育めるよう、場を提供 していく。

厨房と保育の一体化

・宋蚕士、調理士等、尉房スタツフ

と保育者が協力し、子どもたちの食

膏と日常の保育を統合することで、

くととも
|こ、 ・関心を育て

る。

楽顔をふやす

【自立心を育む3つの大好き】
・からだを使うことが大好きな子
・あたまを使うことが大好きな子
・ひとと関わることが大好きな子

健
康

人
間
関
係

覆

言
葉

表

現

0歳児

・健康や安全に配慮し、一人ひとり
の生活リズムを大切にし、生理的欲

求を十分に満たす。

・一人ひとりとの関わりを大切に

し、保育者との愛着や信頼関係を築

く。

・身体感覚が育ち、快適な環境に心

地よさを感じる。
・食事、睡眠等の生活り文ムの感覚

b｀芽生える。

・安心できる環境の中で、身近な人

と共に過ごす喜ぴを感じる。
・体の動きや表情、声などにより、

保育者と気持ちを通わせようとす

る。

・見る、触れる、探索する等、身近

な環境に自分から関わろうとする。
・身体の諸感覚による認識が豊かに

なり、表情や手足、体の動きで表現
する。

・安全で快適なスペースを確保す

る。
・掃除等を徹底 し、清潔で衛生的な

員境を維持する。

社会的責任

・子どもの人権に十分配慮するとともに、一人ひとりの

人格を尊重した保育を行う。
・子どもの個人情報を適切に取り扱うとともに、保護者

D苦情等の早期解決に努め、説明責任を異たす。
・地域社会との交流や連携を図り、国の保育理念や方針

を適切に説明し、地域に開かれた国となるよう親和性を

高める。

0歳児

■歳児

2歳児

法人理念

保管目標

年齢別目標

保育の内容

生命の保持

情繕の安定

健やかに

伸ぴ伸びと

育つ

身近な人と

気持ちが

通じ合う

身近なもの
と関わり

感性が育つ

環境構成

主な行事

養
護

教
育



今和 8年度事業計画

鶴ケ岡すまいる保育園



★全体的な計画 *0～ S歳児クラスを選択し作成

鶴ヶ岡すまいる保育園 2026年 (令和8年度)全体的な計画
医

長

幼児教育
において

育成すべき

資賞・能力

D知識及び技能の基
礎

D思考力・判断力・
表現力等の基礎

Э学びに向かう力・
人間性等

幼児期の

終わりまでに

育つてほしい
10の姿

〇健康な心と体

②自立心

③協同性

(4)道徳性・規範意識
の芽生え

③社会生活との関わ
り

③思考力の芽生え

〇自然との関わり・
生命尊重

◎数量や図形・標識
や文字などへの関
心・感覚

◎言葉による伝え合
い

⑩豊かな感性と表現

會分のことが好きなこども (養護)  自分のことができるこども (教育)

令和8年度
国目標

・子どものつぶやきをひろい、子どもたちと共に計画を作成するこ

とで、一人一人の好きの気持ちや興味、関心を紡いていく。

,大入が先回りせず、子どもたちの体験知を大切にする。

・保護者や地域の方々の居場所づくりに努める。l縁根」、地域の行事

地域とのつながりなどl

自分でできる喜ぴを味わい、友だちと関わることを楽しむ。

・意欲的に遊びや生活に取り組む中で、考えて行動する。

友だちと協力しながら遊びや生活を展開し、充実感や達成感を味わう。

5歳児

・生活習慣を身につけ、運動遊びに承

軟的に取り組み、体力の向上を図る。

。自分の力を発揮 し、社会生活に必要

な力を身につけて行動できるようにす

る。

・ 目標をもつて挑戦したり、諦めずに

やり遂げることで達成感を味わい、

康々な生活や遊びに意欲的に取り組

む。

・友だちと協力する。
・地域の人など、自分の生活に関係の

栗い人々に親しみをもつ。

・生活の中で修の性質や数量、図形、
文字、時間などに関心をもつて関わ
る。

・ 自分の考えを伝え、相手の話も間

き、折り合いをつけて遊ぴを発展させ

る。

・友だちとイメージを共有 し、演じて

遊んだり、合奏やダンスをしたりする

楽しさを味わう。

・絵画、工作、音楽等、創造力を刺激
するための道具や材料を揃える。
・ より自由に素材を使って楽しめるよ

う環境構成を行う。

λ園式/子どもの日/懇談会/総合防災訓練/七夕/大井まつり/鶴ケ岡秋祭り/保育参加/お月見/親子ふれあい遊ぴ会/内科検診/ハロウィン/焼き芋/ウィンターフェスタ/正月あそび/節分/ひな祭り/卒園式
*季節の行事ついては、国内で楽しむと同時に保護者参加も適宜呼ぴ掛けていく

職員の資質向上

。すまいる委員会に設置する、人権監査委員

盛、コンプライアンス委員会等の決議に従

′ヽ、透明性の高い組織運営を行う。

・ 自己評価に基づく課題を踏まえ、研修等を

目じて輪務内容に応じた専門性を高め、知

識・技術の習得、維持・向上を図る。

・研修の機会だけでなく、月の会議などを活

∃しながら非常勤職員も含めて学びの場をつ

くれるよう組織的に取り組む。

4歳児

・健康で安全な生活に必要な習慣に
幻心を持ち、自ら行えるよう援助す
る。

。主体的な活動を通 して自発性を高

め、自信が持てるように働きかけ

る。

・全身を使い、様々な遊具や用具で

I夫して遊ぶ。
・生活に必要な習慣や態度を身につ

けようとする。

・自分の意見をもち、相手に伝える

中で、相手の意見も間いて受け入れ

る。

・身の回りの物の色・量・形などに

幻心をもち、数えたり比べたりす

る。

・絵本、紙芝居、お話などを通じ
て、ス トーリーや言葉のおもしろさ

に気づく。

・書いたり、作つたりすることを楽

しみ、遊びに使ったり、飾ったりす

る。

・学びの場としてのコーナーを設

す、より複雑な遊びや活動に対応で

きる多機能なスペースを提供する。

長時間にわたる保育

・子どもの発達、生活リズム、心身

の状態等に配慮し、適度な運動、静

かな時間、創造的な活動、学びの時

間、遊びの時間をバランスよく配置

する。
・子どもの疲れを受け止め、安心 し

てくつろげる環境を提供 し、健康と

安全を第一に考える。

3歳児

。自分でしようとする気持ちを大切
こし、基本的生活習慣が身につくよ

う見守る。

・自分なりの言葉で表現 して、友だ

らと遊ぶ楽しさを感じられるように

していく。

・十分に体を動かしながら、様々な

∃具や遊具を使った遊ぴを楽しむ。
・必要に応じて午睡をとる。

・友だちと思いを伝え合つたり、関

わりを深める中で、簡単なルールを

手って遊ぼうとする。

・自然や事象に親しみ、自分から関
わろうとする。

・経験 したことや感じたことを、自

分なりの言葉で伝えようとする。

・様々な音や色、形や手触り、動き

などに気付き、感じたことを表現す

る。

・創造力を育むためのコーナーやプ
コック遊びのスペースを設け、自然に

強れる機会を多く取り入れる。

インクルーシブ保育

・全ての子どもたちが夕標性を専重

されながら、安心 して過ごせる環境

を提供 し、個々のニーズに応 じた支

援を行う。
・全ての子どもたちが一緒に活動

し、学び合うことで、互いの理解 と

伴を深める。
・一人一人の発達やエーズに応じて

環境整備と合理的配慮を実施する。

3歳児

4歳児

5歳児

心地よい生活の中で、よく食べ (飲み)、 よく眠り、よく遊ぶ。

・探索活動を通して間く、見る、触れるなどの経験をし、興味や好奇心をもつ。

・自己を十分に表しながら、何でも自分でやつてみようとする。

2歳児

・健康で安心できる環境の中で、薄

執的に生活や遊びが継続できるよう

にする。

・自己主張を丁宰に受け止め、保育

きが仲立ちとなり、友だちとの関わ

りを広げる。

・身の回りのことを自分からしよう

とする。
・全身を使つて遊んだり、散歩等で

戸外を十分に歩く。

・友だちと一緒に過ごす楽しさを知

り、様々な遊びを通して友だちとの

幻わりが深まる。

・植物や生き物、土・水・泥などの

当然物に触れて遊ぶことを楽 しむ。

・絵本や紙芝居を

睫を繰り返 したり

遊ムく。

楽しみ、簡単な言

、模倣したりして

・様々な事象や出来事を通 して、経

験したことを自分なりに表現する。

・様々な遊び漕H具や絵本を用意し、
興味を引き出す。
・安全に走ったり眺んだりできるヌ

ペースを確保する。

異年齢保育

。年齢という枠組みを超えて、互い

こ良い刺激を受けながら、子どもた

らの成長を促す。

・異年齢児との関わりによって、思
ソヽやりや相手を斎_識する気持ちな
ど、社会性や協調性を育む。

・ クラスに関わらず、子どもたちの

興味関心に応じて、子どもたちが生

活の場を選択できるようにする。

保育理念

令和8年度
法人テーマ

と歳児

・食欲や排泄、睡眠などの適切な時

間を確保し、健康的な生活が送れる

ようにする。

・ 自分の思いをしぐさや言葉で表す

雪びを感じられるようにする。

・身の回りのことに興味を持

ち、十分に体を動かして体幹が

整い、感覚遊ぴを楽しむ。

・保育者を伸立ちとして、

ちとのやり取りを薬 しみ、

以外の人への関心をもつ。

友だ

大入

・身近な環境に親 しみ、保育者

と共に生活や遊びを楽しむ。

・保育者の応答的な関わりによ

り、言葉を理解 し、簡単な言葉

を使おうとする。

。生活の中で、様々なものから

刺激を受け、心ゆくまで関わる

ことを楽 しむ。

・ 自由に動き回れる広いスペースを

是供 し、探索活動を支援する。
・順番待ちの経験を通じて、社会性

を育めるよう、場を提供 していく。

厨房と保育の一体化

・栄義士、調理士等、厨房スタッフ

と保育者が協力し、子どもたちの食

育と日常の保育を統合することで、

健康的な食生活の基礎を築くととも
に、食に対する興味・関心を育て

る。
・畑の野菜の収穫など通常の調理で

は難しい食材なども、適宜連携を取

りながら子どもたちに提供できるよ

う検討する。

来顔をら、やす

【自立心を育む3つの大好き】
・からだを使うことが大好きな子
・あたまを使うことが大好きな子
・ひとと関わることが大好きな子

健
康

人
間
関
係

覆

言
葉

表
現

0歳児

・健康や安全に配慮し、一人ひとり

D生活リズムを大切にし、生理的欲
Rを十分に満たす。

・一人ひとりとの関わりを大切に

し、保育者との愛着や信頼関係を築

く。

。身体感覚が育ち、快適な環境に心

也よさを感じる。
・食事、睡眠等の生活リズムの感覚

心`芽生える。

。安心できる環境の中で、身近な人

と共に過ごす喜びを感じる。
・体の動きや表情、声などにより、

屎育者と気持ちを通わせようとす

る。

・見る、触れる、探索する等、身近

な環境に自分から関わろうとする。
・身体の諸感覚による認識が豊かに

なり、表情や手足、体の動きで表現
する。

・安全で快適なスペースを確保す
る。
・掃除等を徹底 し、清潔で衛生的な

員境を維持する。

社会的資任

・子どもの人権に十分配慮するとともに、一人ひとりの

代格を尊重した保育を行う。
・子どもの個人情報を適切に取り扱うとともに、保護者

つ苦情等の早期解決に努め、説明責任を果たす。
・地域社会との交流や連携を図り、園の保育理念や方針

を道切に説明し、地域に開かれた国となるよう親和性を

言める。
・積極的に地域に働きかけ、イベントなどを共同開催に

したり、地域の方の居場所づくりに努める。 (地域のよ

りどころ「縁側」など)

0歳児

■歳児

2歳児

法人理念

保育目標

年齢別目標

保育の内容

生命の保持

情緒の安定

健やかに

伸び伸びと

育つ

身近な人と

気持ちが

通じ合う

身近なもの
と関わ 9
感性が育つ

環境構成

主な行事

養
護

教
育

htlps′′v2chHdcarewebjp′ rep。「υl1 650932rpttnt



今和 8年度事業計画

高階すまいる保育園



高階すまいる保育園 2026年 (令和8年度)全 体的な計画 ＼＼＼＼①
園

長

幼児教育
において

育成すべき

資質・能力

C)知識及び技能の基
礎

②思考力・判断力・

表現力等の基礎

Э学びに向かう力・
人間性等

幼児期の

終わりまでに

育つてほしい
10の姿

Э健康な心と体

Э自立心

Э協同性

Э道徳性・規範意識
の芽生え

9社会生活との関わ
り

9思考力の芽生え

⑦自然との関わり・

生命尊重

③数量や図形・標識
や文字などへの関
心・感覚

③言葉による伝え合
い

O豊かな感性と表現

自分のことが好きな子を育みます (養護) 自分のことができる子を育みます (教育)

ア ン

令和8年度
園目標

自分で考えて選び、試 しながら行動する主体性を育てる。

自分の気持ちに気づき、表し、落ち着きを取り戻す力を育て

友だちや大人と関わり、違いを認め合いながら豊かな関係を

じ。

興味のあることに意欲的に取り組み、考えたり試したりしながら遊びや生活を広 ,ス 友だちと意見を変わす経験を重ねる。

と味わう。

5歳児

・自分の生活を見通し、必要なことを自分で整えな

うtら、健康て安全に過ごす力を育てる。

当分の気持ちを理解し、相手の思いにも気づきなが

ら、安定した気持ちで活動に取り組めるようにす

・ 自分の生活を見通し、必要なことを

自分で整えながら、体を動かす活動に

艦続 して取り組む。

・友だちと協力し、意見を交わしなが

ら活動をつくり上 I六 関係の中で自分
と相手の気持ちを大切にする。

・地域の人など、自分の生活に関係の
突い人々に筆 1夕みをモ】つぃ

百錯誤しながら遊びや活動を発展させる。

生活の中て物の性質や数二、図形、文字、時間な

どに関心をもち関わる。

,自分の思いや考えを筋道立てて伝

え、友だちの言葉を受けとめながら、

やりとりを深める。

表現し、創造する喜びを味わう。

・友だちとイメージを共有し、演じて遊んだり、合

廷やダンスをしたりする薬しさを味わう。

・子どもの興味やつぶやきから生まれ

た遊びを反映し、コーナーを共につく

る。
・絵画、工作、音楽等、創造力を刺激
するための道具や材料を揃える。

【年間行事】入園式、慣れ保育、保育参加、親子ら、れあい遊び会、内科健診、歯科検診、七夕、夏祭リウィーク、水かけ祭リウィーク、遠足 (けやの森ほか)、 芋ほり、ハロウィン、ウィンターフェスタ、もちつき (鏡餅つく

9)、 節分、ひな祭り、お別れ遠足、卒園式
【毎月の行雲】お諏生会、身体測定ウィーク、避菫性喜練、散歩訓練、弁当の日 (10～ 3月 )

職員の資質向上

。すまいる委員会に設置する人権監査

堡員会、コンプライアンス委員会等の

英議に従い、透明性の高い組織運営を

iう。
,自 己評価に基づく課題を踏まえ、研

修等を通 じて職務内容に応じた専門性

を高め、知識・技術の習得、維持・ 向
上を図る。

4歳児

・生活の流れを理解し、自分で整えようとする1姿

と支えながら、健康て快適に過ごせるようにす

・友だちとの房]わ りの中で生まれる気持ちの揺れ

と受けとめ、言葉で伝えたり調整したりしなが

3、 安心して関係を築いていく力を育む。

・生活の流れを理解 し、自分で整え

ながら、全身を使った遊びに意欲的

に取り組む。

・友だちとの関わりの中で、気持ち
の行き違いを調整 しながら、協力し

て遊びや活動を進める。

夫したりしながら、遊びや活動を深める。

物の色 H 影の追いに関心をもち、比べたり
注賓に気づいたりすみ。

りとりの中で首箕の使い方を広げる。

・絵本、紙芝居のストーリーや吾素のおもしろさ

に気づく。

・感じたことや考えたことを、動

き ,造形・音・言葉など多様な表現
で創造的に表す。

。子どものつぶやきや興味の変化を

重けとめ、環境を更新 し続ける。
・学びの場としてのコーナーを設

け、より複雑な遊びや活動に対応で

きる多機能なスペースを提供する。

長時間にわたる保育

・子どもの発達、生活リスム、心身

7)状態等に配慮し、適度な運動、静

心`な時間、創造的な活動、学びの時

間、遊びの時間をバランスよく配置
する。
・子どもの疲れを受け止め、安心し

てくつろげる環境を提供 し、健康と

安全を第一に考える。

3歳児

。自分でできることを増やしながら、生活の見通

しを持って過ごし、必要なときには援助を受けな

ら`ら心地よい生活リズムを整えていく。

とする姿を受けとめ、友たちとの関わりの中で気

時ちを1調整しながら安心して過ごせるようにす

・ 自分でできることを増やし、生活

D見通しを持ちながら、体を動かす
滋びを意欲的に薬 しむ。

・子どもの選択により午睡を取り入
hる ^

・友だちと関わる中で、自分の思い

と言葉で伝えたり、相手の気持ちに

気づいたりしながら、関係を築いて

フヽく。

・興味のあることを自分で選び、証

したリエ夫したりしながら、自然や

妻象に親 しみ、自分から関わろうと

'日 々の気づきを言葉で表し、友だちや

大人とのやりとりを楽しむ。
・経験したことや感じたことを、自分な
りの言葉で伝えようとする。

・感じたことや思いを、動き 。言

葉・造形・者など多様な方法で表す

ことを楽 しむ。

。子どもが自分で選び、試しながら

遊びを広げられるよう、環境を柔軟
に組み替える。
・倉U造力を育むコーナーや自然に触
れる機会を多く取り入れ工央する。

インクルーシプ保育

・子どもの思いやつぶやきを丁甲に

受けとめ、個々のペースに応じた関

bり を大切にする。
・全ての子どもたちが多様性を尊重

されながら、安心 して過ごせる環境

を提供し、個々のニーズに応じた支

浸́を行う。
・全ての子どもたちが一緒に活動

し、学び合うことで、互いの理解と

律を深める。

3歳児

4歳児

5歳児

探索活動を通して、間く '見 る 。触れるなどの作二験を重ね、気になったものを自分て選んで試しながら興味を広げていく。

とする密を音む。

2歳児

・ 自分でやつてみたい気持ちを尊重しながら、

餞事・排′七・を脱などの生活習慣を無理なく身

こつけ、心地よく過ごせるようにする。

気持ちの揺れを受けとめてもらいながら、歯

蕉やつぷやと、仕事て思いを表し、安心して気

寺ちを切り替えられるようにする。

・ 自分でやつてみたい気持ちを尊垂

し、食事・排泄・着脱などの生活侮

勘を試 しながら身につけ、体を動か

す心地よさを味わう。

・言葉やつぶやきで思いを伝え、身

近な人との関わりを広げる。
・友だちと一緒に過ごす楽しさを知

り、様々な遊びを通して友だちとの
習わりが深まる.

・身近なものに自ら関わり、試行錯

誤しながら遊ぴを展開し、興味や関

心を深める。

。感じたことや思いを言葉で表し、伝

bる暮びを味わう。
・絵本や紙芝居を楽しみ、簡単な言葉
″繰り張 1 1ヨ l殖 1フ て渉式、ハ

・好とな遊びや素材に触れ、動きや
雪、簡単な造形などで思いを表現
・様々な事象や出来事を通して、経験
したことを自分なりに表現する。

・様々な遊び道具や絵本を用意し、

興味を引き出す。
・安全に走つたり跳んだりできるス

ペースを確保する。

異年齢保育

・興味や遊びの広がりに応じて自然

に関わり合い、思いやりや社会性を

首む。
・年齢という枠組みを超えて、互い

に良い刺激を受けながら、子どもた

ちの成長を促現
・異年齢児との関わりによって、思
いやりや相手を意識する気持ちな

ど、社会性や協調性を育む。

保育理念

令和8年度
法人テーマ

■歳児

D生活リズムが整い、心地よく過ごせるようにし

委がら、興味を示したものに安全に関われるよう

保含者との安定した関わりの中で、言えたり離

■たりしながら気持ちを調整し、つぷやごや仕草

ヂ受けとめられることで安心態を深める。

。歩く・食べる・遊ぶなどの基

本的な動きを十分に行い、自分
でやつてみようとする気持ちを

大切にしながら、心地よく体を
勘かす。
。身近な大人に安心して気持ち

をゆだね、甘えたり離れたりし

ながら、つぶやきや仕草で思い

を伝え、気持ちの通い合いを広
|するハ

・気になったものに自分から手
を仲ばし、触れたり試 したりし

ながら、興味を広げていく。

・気になったものに自分から手

を伸ばし、触れたり試したりし

ながら、興味を広げていく。

・音・色・懸般などの刺激に反

忘し、全身を使つて感じたこと

と動きや声で表すことを楽し

・ 自由に動き回れる広いスペースを

最供 し、探索活動を支援する。
・順番待ちの経験を通じて、社会性

と育めるよう、場を提供 していく。

厨房と保育の一体化

・子どもの日々の姿やつぶやきを共

宙し、保育をともにつくる関係を育
てる。
・栄益士、調理士等、厨房スタッフ

と保育者が協力し、子どもたちの食

書と日常の保育を統合することで、

建康的な食生活の基礎を築くととも
た、食に対する興味・関心を育て

る。

笑顔を増やす

【自立心を育む3つの大好き】
・からだを使うことが大好きな子を育みます
。あたまを使うことが大好きな子を育みます
。ひとと関わることが大好きな子を育みます

健
康

人
間
関
係

環
境

言
葉

表

現

0歳児

世し、心地よく過ごせるよう生活リズムを整えな

らくら、興味を示したものに安全に関われるよう見

雪をかけられる・応答してヽらう心地よさを感

じ、つぷやきや表情・仕軍が受けとめられること

で安心感を有む。

・安心できる生活の中で、気になっ

にものに手を伸ばしたり触れたりし

よがら、自分で選んで関わることを

柴しみ、試す経験を重ねていく。

・保育者との温かな関わりの中で、
つぶやきや表情・仕草で思いを伝

え、それを受けとめられる心地よさ
を感じながら、気持ちのやりとりを

去げていく。
・体の動きや表情、声などにより、

果育者と気持ちを通わせようとす

る。

・身近な環境や素材に触れ、音・

色・感触などの刺激を全身で感じ取

りながら、興味を広げ、感性の芽生

えを育む。
・身体の諸感覚による認識が豊かに

なり、表情や手足、体の動きで表現

する。

。安全で快適なスペースを確保す
る。
・掃除等を徹底し、清潔で衛生的な

環境を維持する。

社会的費任

・子どもの主体的な選択やつぶやきを尊重し、一人ひと

りの育ちを保障する。
・子どもの人権に十分配慮するとともに、一人ひとりの

人格を尊重した保育を行う。
・子どもの個人情報を適切に取り扱うとともに、保護者

の苦情等の早期解決に努め、説明費任を果たす。
・地域社会との交流や連携を図り、国の保育理念や方針
を適切に説明し、地颯に開かれた園となるよう親和性を

高める。

0歳児

■歳児

2歳児

法人理念

保育目標

年齢別目標

保育の内容

生命の保持

情緒の安定

健やかに

伸ぴ伸びと

育つ

身近な人と

気持ちが

通じ合う

身近なもの

と関わり

感性が育つ

環境構成

主な行事

養
護

教
育



今和 8年度事業計画

板橋保育園



板橋保育園 2026年 (令和8年度)全 体的な計画 ＼＼＼＼,姥川
区

長

幼児教育
において

育成すべき

資買・能力

Э知識及び技能の基
礎

Э思考力・判断力・
表現力等の基礎

Э学びに向かう力・
人間性等

幼児期の

終わりまでに

育つてほしい
10の姿

Э健康な心と体

Э自立心

Э協同性

こ4)道徳性・規範意識
の芽生え

Э社会生活との関わ
り

9思考力の芽生え

Э自然との関わり・

生命尊重

③数量や図形・標識
や文字などへの関
心・感覚

◎言葉による伝え合
い

⑩豊かな感性と表現

自分のことが好きな子を育みます (養護)   自分のことができる子を育みます (教育)

【保護者アンケートの意見を踏まえて】
耳主体的に行動する子ども
2人とつながり共に育つ子ども
3挑戦し続ける子ども
4思いを表現し伝え合う子ども

。自分でできる喜びを味わい、友だちと関わることを楽しむ。

意欲的に遊びや生活に取り組む中で、気持ちを伝え合いながら考えて行動する。

友だちと協力しながら遊びや生活を展開し、充実感や達成感を味わう。

5歳児

・生活習慣を身につけ、運動遊びに意

改的に取り組み、体力の向上を図る。

・自分の力を発揮し、社会生活に必要
な力を身につけて行動できるようにす
る。

・ 目標をもって挑戦 したり、諦めずに

やり遂げることで達成感を味わい、

朦々な生活や遊びに憲欲的に取り組

む。

・友だちと協力する。
・地域の人など、自分の生活に関係の

梁い人々に親 しみをもつ。

・生活の中で物の性質や数量、図形、

文字、時間などに関心をもって関わ

る。

分の考えを伝え、相手の話も間

折り合いをつけて遊びを発展させ

。自
き、
る。

・身近な社会や自然事象への関心を深め、美

しさ、やさしさ、憩さなどに対する感覚を豊

b｀にする。・感じたことや思つたこと、想像し

・絵画、工作、音楽等、創造力を刺激

するための道具や材料を揃える。
・縄跳ぴなどの運動器具を充実させ

る。
・主体的に選び工夫し、発展させる。

【年間行事】入園式、慣れ保育、こどもの日、保育参加、保護者会、内科健診、歯科検診、七夕、夏祭りごっこ、防災引き渡し訓練、すまいるフェス (運動遊びを楽しむ会)、 伝承遊びウィーク (お正月遊び)、 節分、ひな祭
り、お別れ違足 (5歳児)、 卒園おいわい会、お別れと部屋の移動
【毎日の行蓋ヽ証牛会、身仏剤ヤウィーク、群難副|“褒

職員の資買向上

・ すまいる委員会に設置する、人権監

査委員会、コンプライアンス委員会等
の決議に従い、透明性の高い組織運営

を行う。
・ 自己評価に基づく課題を踏まえ、研

修等を通じて職務内容に応じた専門性

を高め、知識・技術の習得、維持・向
上を図る。

・ 職員の専門性向上と協働体缶」を整

え、保育の質と安全性を高める。

4歳児

・健康で安全な生活に必要な習慣に

幻心を持ち、自ら行えるよう援助す

る。

・主体的な活動を通 して自発性を高

め、自信が持てるように勧きかけ

る。

・全身を使い、様々な遊具や用具で
工夫 して遊ぶ。

・生活に必要な習慣や態度を身につ

すようとする。

。自分の意見をもち、相手に伝える

中で、相手の意見も間いて受け入れ

る。

・身の回りの物の色・量・形などに

関心をもち、数えたり比べたりす

る。

・絵本、紙芝居、お話などを通じ

て、ス トーリーや言葉のおもしろさ

に気づく。

・書いたり、作ったりすることを楽

しみ、遊びに使ったり、飾ったりす

る。

・学びの場としてのコーナーを設

け、より複雑な遊びや活動に対応で

きる多機能なスペースを提供する。

・ 自ら選び、工夫 し、遊びを発展さ
せる。

長時間にわたる保育

・個々のの発達、生活リズム、心身

D状態等に配慮し、適度な運動、静
心`な時間、創造的な活動、学びと遊

びの時間をバランスよく配置する。
・健康と安全を第一に考え集団生活

の疲れを受け止め、くつろげる環境

を整備する。
・家庭との連携を密にし、一日の生

活が途切れなく安心 して過ごせるよ

うに支える。

令和眸 度
園目穏

3歳児

・ 自分でしようとする気持ちを大切
にし、基本的生活習慣が身につくよ

う見守る。

。自分なりの言葉で表現して、友だ

ちと遊ぶ楽 しさを感じられるように

していく。

・十分に体を動かしながら、様々な

円具や遊具を使った遊ぴを楽 しむ。

・必要に応じて午睡をとる。

・友だちと思いを伝え合つたり、関
bり を深める中で、簡単なルールを

手って遊ぼうとする。

。自然や事象に親しみ、自分から関
bろ うとする。

・経験 したことや感じたことを、自

分なりの言葉で伝えようとする。

・様々な音や色、形や手触り、動き

などに気付き、感じたことを表現す

る。

・創造力を育むためのコーナーや構

或遊びのスペースを設け、自然に触狛

る機会を多く取り入れる。

・発達に応じて環境・言葉かけを調
整する

インクルーシブ保青

・全ての子どもたちが多様性を尊重

されながら、安心して過ごせる環境
と提供 し、個々のエーズに応じた支

愛を行う。
・全ての子どもたちが一緒に活動

し、学び合うことで、互いの理解と

岸を深める。
・遊びを通して様々な国の言葉や文

陀に触れる機会をつくり、国の違い

を知る。

3歳児

4歳児

5歳児自己を十分に表しながら、何でも自分でやってみようとする。

探索活動を通して間く、見る、触れるなどの経験をし、興味や好奇心をもつ。

2繊

・健康で安心できる環境の中で、意

改的に生活や遊びが継続できるよう

にする。

。自己主張を丁寧に受け止め、保育

皆が伸立ちとなり、友だちとの関わ

りを広げる。

・身の回りのことを自分からしよう

とする。

・全身を使って遊んだり、散歩等で
百外を十分に歩く。

・友だちと一緒に過ごす楽しさを矢[

り、様々な遊びを通して友だちとの

開わりが深まる。

・植物や生き物、土・水・泥など¢

自然物に触れて遊ぶことを薬 しむ。

・絵本や紙芝居を楽しみ、簡単な言

葉を繰り返 したり、模倣したりして

嘘ムヾ。

・様々な事象や出来事を通 して、経

験したことを自分なりに表現する。

・様々な近ひ逼具や絵本を用意し、

R味を引き出す。
・安全に走ったり眺んだりできるス

ペースを確保する。
・友だちとの関わりを見守り、橋渡

異年齢保育

・年齢という枠組みを超えて、互い

た良い刺激を受けながら、子ども売

らの成長を促す。

・異年齢児との関わりによって、思
いやりや相手を意識する気持ちな

ど、社会性や協調性を育む。
・年生児が年下児を思いやって関花

る経験や、年下児が年上児に憧れて

1実倣する経験を通して、役割意識や

自己肯定感を育む。

保育理念

令和8年度
法人テーマ

■歳児

・食欲や排泄、睡眠などの適切な時

間を確保 し、健康的な生活が送れる

ようにする。

・自分の思いをしぐさや言葉で表す
雪びを感じられるようにする。

。身の回りのことに興味を持

ら、十分に体を動かして体幹が

整い、感覚遊びを楽 しむ。

・保育者を仲立ちとして、友だ

ちとのやり取りを薬 しみ、大人

以外の人への関心をもつ。

・身近な環境に親 しみ、保育著

と共に生活や遊ぴを楽しむ。

・保育者の応答的な関わりによ

り、言葉を理解 し、簡単な言葉

を使おうとする。

・生活の中で、様々なものから

刺激を受け、心ゆくまで関わる

ことを楽 しむ。

こつなげる。

自ら選んで試せる環境を整える。

小さな成功体験を積み重な憲欲と自信を育む。

・自由に動ける空間を確保じ探索′百動を支える。

厨房と保育の一体化

・宋嚢士、n憾理士等、
「
討房スタッフ

と保育者が協力し、子どもたちの食

雪と日常の保育を統合することで、

建康的な食生活の基礎を築くととも
こ、食に対する興味・ 関心を育て

る。
・調理過程や食材に触れる機会を設

け、五感を使った体験を通 して
″
食べ

ること'への主体的な学びを育てる。

笑顔を増やす

【自立心を育む3つの大好き】
・からだを使うことが大好きな子を育みます
。あたまを使うことが大好きな子を育みます
。ひとと関わることが大好きな子を育みます

健
康

人
間
関
係

覆

言
葉

表
現

0歳児

社会的費任

・子どもの人権に十分固己ほするとともに、一人ひとりの

人格を尊重した保育を行う。
・子どもの個人情報を適切に取り扱うとともに、保護者

の苦情等の早期解決に努め、説明責任を異たす。
・地域社会との交流や連携を図り、国の保育理念や方針

を適切に説明し、地域に開かれた園となるよう親和性を

高める。
・安全で安心できる保育環境を維持するため、事故防止

や危機管理体制を整え、社会に対して説明可能な運営を

行う。

0歳児

■歳児

2歳児

法人理念

保育目標

年齢別目標

保育の内容

生命の保持

情緒の安定

健やかに

伸び伸びと

育つ

身近な人と

気持ちが

通じ合う

身近なもの

と関わり

感性が育つ

環境構成

主な行事

養
護

教
育



今和 8年度事業計画

となりのすまいる保育園



となりのすまいる保育 2026年 (令和8年度)全 体的な計画 山津
園

長

幼児教育
において

育成すべき

資質・能力

Э知識及び技能の基
礎

Э思考力・判断力・
表現力等の基礎

③学びに向かう力・
人間性等

幼児期の

終わりまでに

育つてほしい
10の姿

D健康な心と体

こ2)自 立心

⊂3)協同性

Э道徳性・規範意識
の芽生え

Э社会生活との関わ

り

③思考力の芽生え

Э自然との関わり。

生命尊重

③数量や図形・標識
や文字などへの関
心・感覚

◎言葉による伝え合
い

⑩豊かな感性と表現

自分のことが好きなこども (善護)  自分のことができるこども (教育)

3つのコンパス
。子どもたちの好きをみつけ、得意を伸ばす
。子どものつぶやきを拾い、ともに保育をつくる
・体験知を大切にする

・自分でできる喜ぴを味わい、友だちと関わることを楽しむ。

意欲的に遊びや生活に取り組む中で、考えて行動する。

友だちと協力しながら遊びや生活を展開し、充実感や達成感を味わう。

5歳児

・生活習慣を身につけ、運動遊びに意

歌的に取り組み、体力の向上を図る。

・ 自分の力を発揮し、社会生活に必要

な力を身につけて行動できるようにす

る。

・目標をもって挑戦したり、諦めずに
やり遂げることで達成感を味わい、
1蒙々な生活や遊びに意欲的に取り組
む。

・友だちと協力する。
・地域の人など、自分の生活に関係の

梁い人々に親 しみをもつ。

・生活の中で物の性質や数豊、図形、

文字、時間などに関心をもって関わ

る。

・ 自分の考えを伝え、相手の話も間

き、折 り合いをつけて遊びを発展させ

る。

・友だちとイメージを共有し、演じて

とんだり、合奏やダンスをしたりする

築しさを味わう。

・絵画、工作、音楽等、創造力を刺激
するための道具や材料を揃える。

・跳び箱や縄眺ぴなどの運動器具を充

実させる。

入園式、慣れ保育、親子ふれあい遊び会、保育参加、ワークショップ、ウィンターフェスタ、卒園式

職員の資質向上

・すまいる委員会に設置する、人権監

≦委員会、コンプライアンス委員会等
か決議に従い、透明性の高い組織運営

と行う。
・ 自己評価に基づく課題を踏まえ、研

修等を通じて職務内容に応じた専門性

と高め、知識・技術の習得、維持・向

上を図る。

4歳児

・健康で安全な生活に必要な習慣に

掲心を持ち、自ら行えるよう援助す

る。

・主体的な活動を通 して自発性を高

り、自信が持てるように働きかけ

る。

・全身を使い、様々な遊具や用具で

二夫 して遊ぶ。
・生活に必要な習慣や態度を身につ

すようとする。

・ 自分の意見をもち、相手に伝える

中で、相手の意見も間いて受け入れ

る。

・身の回りの物の色・量・形などに

関心をもち、数えたり比べたりす

る。

・絵本、紙芝居、お話などを通 じ
て、ス トーリーや言葉のおもしろさ

に気づく。

・書いたり、作つたりすることを薬

しみ、遊びに使ったり、飾つたりす

る。

・学びの場としてのコーナーを設

サ、より複雑な遊びや活動に対応で

きる多機能なスペースを提供する。

長時間にわたる保育

・子どもの発選、生活リスム、心身

の状態等に配慮し、適度な運動、静
心`な時間、創造的な活動、学びの時

間、遊びの時間をバランスよく画己置

する。
・子どもの疲れを受け止め、安心 し

てくつろげる環境を提供し、健康と

安全を第一に考える。

令和8年度
図目糠

3歳児

・ 自分でしようとする気持ちを大切
にし、基本的生活習慣が身につくよ

う見守る。

・ 自分なりの言葉で表現して、友だ

ちと遊ぶ楽しさを感じられるように

していく。

・十分に体を動かしながら、様々な

∃具や遊具を使つた遊ぴを楽 しむ。

・必要に応じて午睡をとる。

・友だちと思いを伝え合つたり、関

bり を深める中で、簡単なルールを

手って遊ぼうとする。

・自然や事象に親しみ、自分から関
わろうとする。

,経験したことや感じたことを、自
分なりの言葉で伝えようとする。

。様々な音や色、形や手触り、動き

などに気付き、感じたことを表現す

る。

・創造力を育むためのコーナーやブ

ロック遊びのスペースを設け、自然に

強れる機会を多く取り入れる。

インクルーシプ保育

・全ての子どもたちが多様性を専重

されながら、安心 して過ごせる環境

を提供 し、個々のエーズに応 じた支

憂を行う。
・全ての子どもたちが一緒に活動

し、学び合うことで、互いの理解と

騨を深める。

保育心得
・時間と空間の制限を緩やかにする
。子どもの自由な挑戦を大切にする
。目に見えない理由に寄り添う

3歳児

4歳児

5歳児

心地よい生活の中で、よく食べ (飲み)、 よく眠り、よく遊ぶ。

・探索活動を通して間く、見る、触れるなどの経験をし、興味や好奇心をもつ。

・自己を十分に表しながら、何でも自分でやつてみようとする。

2歳児

・健康で安心できる環境の中で、意

改的に生活や遊びが継続できるよう

にする。

。自己主張を丁寧に受け止め、保冑

音が仲立ちとなり、友だちとの関わ

りを広げる。

・身の回りのことを自分からしよう

とする。
・全身を使って遊んだり、散歩等で
戸外を十分に歩く。

・友だちと一緒に過ごす楽 しさを匁

り、様々な遊びを通して友だちとの

関わりが深まる。

・植物や生き物、土・水・泥などの

自然物に触れて遊ぶことを楽しむ。

・絵本や紙芝居を楽しみ、簡単な言

葉を繰り返したり、模倣 したりして

遊ぷ。

・様々な事象や出来事を通して、経
験したことを自分なりに表現する。

・様々な遊び道具や絵本を用意し、

盈味を引き出す。
・安全に走ったり跳んだりできるス

ペースを確保する。

異年齢保青

年齢 という枠組みを超えて、互し

に良い刺激を受けながら、子どもた

ちの成長を促現
・異年齢児との関わりによって、思
いやりや相手を意識する気持ちな

ム 社会性や協調性を育む。

保育理念

令和8年度
法人テーマ

■歳児

・食欲や排泄、睡日民などの適切な時

間を確保し、健康的な生活が送れる

ようにする。

・ 自分の思いをしぐさや言葉で表す

雪ぴを感じられるようにする。

。身の回りのことに興味を持
ら、十分に体を動かして体幹が

整い、感覚遊びを楽しむ。

・保育者を仲立ちとして、

ちとのやり取りを楽しみ、

以外の人への関心をもつ。

友だ

大人

・身近な環境に親しみ、保育者

と共に生活や遊びを楽 しむ。

・保育者の応答的な関わりによ

り、言葉を理解し、簡単な言葉

を使おうとする。

・生活の中で、様々なものから

ll激を受け、心ゆくまで関わる

ことを薬 しむ。

・自由に動き回れる広いスペースを

提供 し、探索活動を支援する。
・順番待ちの経験を通じて、社会性

を育めるよう、場を提供していく。

厨房と保育の一体化

・栄基士、調理士等、厨房スタッフ

と保育者が協力 し、子どもたちの食

盲と日常の保育を統合することで、

建康的な食生活の基礎を築くととも
と、食に対する興味・関心を育て

る。

案顔をふやす

【自立心を育む3つの大好き】
・からだを使うことが大好きな子
・あたまを使うことが大好きな子
・ひとと関わることが大好きな子

健
康

人
間
関
係

覆

言
葉

表

現

0歳児

・健康や安全に配慮し、一人ひとり

の生活リズムを大切にし、生理的欲

求を十分に満たす。

・一人ひとりとの関わりを大切に

し、保育者との愛着や信頼関係を築

く。

・身体感覚が育ち、快適な環境に心

地よさを感じる。
・食事、睡眠等の生活リズムの感覚

が芽生える。

・安心できる環境の中で、身近な人

と共に過ごす喜びを感じる。
・体の動きや表情、声などにより、

果育者と気持ちを通わせようとす
る。

・見る、触れる、探索する等、身近

な環境に自分から関わろうとする。
・身体の諸感覚による認識が豊かに

なり、表情や手足、体の動きで表現

する。

・安全で快適なスペースを確保す

る。
・掃除等を徹底 し、清潔で衛生的な

環境を維持する。

社会的責任

・子ともの人権に十分配慮するとともに、一人ひとつの

人格を尊重した保育を行う。
・子どもの個人情報を適切に取り扱うとともに、保護者

の苦情等の早期解決に努め、説明責任を果たす。
・地域社会との交流や連携を図り、国の保育理念や方針

を適切に説明し、地域に開かれた国となるよう親和性を

笥める。

0歳児

■歳児

2歳児

法人理念

保育目標

年齢別目標

保育の内容

生命の保持

情結の安定

健やかに

伸び伸びと

育つ

身近な人と

気持ちが

通じ合う

身近なもの

と関わり

感性が育つ

環境構成

主な行事

養
護

教
育


